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バンキングの取引経験者は4.2％

インターネット利 用 者 動 向 第1部

第 2 章 個 人

オンライントレーディング/バンキング

ようやく各社が本格的に稼動し始めたオンライントレーディン

グやバンキングについても今年は詳しく聞いている。

インターネット利用者全体の中で金融商品取引/オンライント

レーディングについて、インターネットでの情報収集、資料請求

あるいは実際の取引経験を聞いた。実際にオンライン取引、購入

したことがある人は3.4％であったが、情報収集や資料請求の経

験者は13.6％に上る（資料1-2-21）。

実際の購入者のプロフィールは50代以上の男性がメインとなっ

ているが、情報収集についてもやや男性が上回っており、年代別

では60歳以上における関心が高い。（オフラインでの）トレーデ

ィング取引経験との相関でインターネットのオンライン購入をみ

ると、やはり通常の（オフライン）トレーディング取引経験があ

る場合、オンライン購入率が高くなっている。

オンラインバンキングについても同様に実際の取引経験と情報

収集について聞いたところ、実際にオンラインでの取引は全体の

4.2％が経験しており、情報収集、資料請求も10.3％とオンライ

ントレーディングとほぼ同レベルとなった（資料1-2-22）。また、

オンライントレーディング同様、利用者の中心は男性で、特に60

歳以上が多い。実際の利用内容は「残高照会」（90.0％）、「入

出金明細確認」（54.3％）、「振込･振替」（47.1％）の順に高く

なっている(資料1-2-23)。

オンラインバンキング利用経験者の1か月の利用頻度は0回か

ら4回までの合計で全体の62.9％を占め、全般にそれほど頻度が

高いとはいえない。しかしながら、一方で「10回以上」という高

頻度の利用者も8.6％みられる（資料1-2-24）。

解   説

情報収集も資料請求や購入も 
したことはない 74.6％ 

　 　

情報収集や 
資料請求は 
したことがある 13.6％ 

実際に購入した 
ことがある 3.4％ 

わからない 
8.4％ 

資料1-2-21　金融商品取引／トレーディングについて、インターネット
での情報収集、資料請求、取引経験の有無　N=1666

資料1-2-22　バンキングについて、インターネットでの情報収集、資料
請求、取引経験の有無　N=1666
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資料1-2-23　実際に利用したバンキングサービス内容　N=70

　 　

わからない 18.6％ 

1回以下 27.1％ 

4回以下 35.7％ 

10回以下 10.0％ 

10回以上 8.6％ 

資料1-2-24　インターネットバンキングの1か月の利用頻度　N=70

実際に取引経験がある 4.2％ 

わからない 6.5％ 

情報収集も資料請求も 
したことがない 79.1％ 

　 　

情報収集や 
資料請求は 
したことが 
ある 10.3％ 
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